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長い夏休みも終わり９月になりました。９月
がつ

になっても、まだまだ蒸
む

し暑
あつ

い日
ひ

が続
つづ

きそうです。

夏
なつ

の疲
つか

れが出
で

ないよう、食
しょく

事
じ

と睡
すい

眠
みん

をしっかりとって体
たい

調
ちょう

を整
ととの

え、引
ひ

き続
つづ

き、こまめな水
すい

分
ぶん

補
ほ

給
きゅう

を心
こころ

がけるようにしましょう。 

 

 

 

 

食
しょく

中
ちゅう

毒
どく

は、食
た

べたものが原
げん

因
いん

で、腹
ふく

痛
つう

や下
げ

痢
り

、嘔
おう

吐
と

、発
はつ

熱
ねつ

などの 

症
しょう

状
じょう

が出
で

ることです。細
さい

菌
きん

やウイルス、寄
き

生
せい

虫
ちゅう

といった微
び

生
せい

物
ぶつ

の 

ほか、自
し

然
ぜん

毒
どく

、化
か

学
がく

物
ぶっ

質
しつ

など、原
げん

因
いん

はさまざまで年
ねん

間
かん

を通
とお

して発
はっ

生
せい

 

しています。食
しょく

中
ちゅう

毒
どく

の中
なか

には、人
ひと

から人
ひと

へ感
かん

染
せん

するものや、 

重
じゅう

症
しょう

化
か

して命
いのち

に関
かか

わるものもありますので、日
ひ

ごろから予
よ

防
ぼう

に努
つと

めましょう。 
 

 

 

食
しょく

中
ちゅう

毒
どく

や感
かん

染
せん

症
しょう

の予
よ

防
ぼう

には

しっかり手
て

を洗
あら

うことが基
き

本
ほん

です！ 

 

 

 

ノロウイルスの場
ば

合
あい

は、食
しょく

品
ひん

中
ちゅう

では増
ふ

えないので「増
ふ

やさない」は当
あ

てはまりませんが、 

人
ひと

の体
たい

内
ない

で増
ぞう

殖
しょく

し、人
ひと

から人
ひと

へ感
かん

染
せん

することから「持
も

ち込
こ

まない」「ひろげない」ことが重
じゅう

要
よう

です。 

 

 

●せっけんを使
つか

って 

正
ただ

しく手
て

を洗
あら

う。 
 

●清
せい

潔
けつ

な 調
ちょう

理
り

器
き

具
ぐ

 

を使
つか

う。 
 

●野
や

菜
さい

や果
くだ

物
もの

は 

流
りゅう

水
すい

でよく洗
あら

う。 
 

●おにぎりはラップ 

を使
つか

って握
にぎ

る。 

 

●肉
にく

や 魚
さかな

、 調
ちょう

理
り

済
ず

みの 食
しょく

品
ひん

は冷
れい

蔵
ぞう

庫
こ

に入
い

れるなど、適
てき

切
せつ

に保
ほ

存
ぞん

す

る。 

●カレーや煮
に

物
もの

などは鍋
なべ

のまま放
ほう

置
ち

せ

ず小
こ

分
わ

けにして冷
れい

蔵
ぞう

・ 

冷
れい

凍
とう

保
ほ

存
ぞん

する。 

●お弁
べん

当
とう

を持
も

ち運
はこ

ぶ際
さい

 

は保
ほ

冷
れい

剤
ざい

や保
ほ

冷
れい

バッグ 

を使
つか

う。 

 

● 食
しょく

品
ひん

の 中
ちゅう

心
しん

部
ぶ

まで 十
じゅう

分
ぶん

に加
か

熱
ねつ

する。目
め

安
やす

は75℃で１分
ぶん

以
い

上
じょう

。 

ノロウイルスの死
し

滅
めつ

には 

85～90℃で90 秒
びょう

以
い

上
じょう

必
ひつ

要
よう

。 

 

●腹
ふく

痛
つう

や下
げ

痢
り

、嘔
おう

吐
と

などの

症
しょう

状
じょう

があるときは、

食
しょく

品
ひん

を 扱
あつか

うことは控
ひか

える。 

 

●便
べん

や嘔
おう

吐
と

物
ぶつ

で汚
よご

れた床
ゆか

や物
もの

は、 

塩
えん

素
そ

系
けい

漂
ひょう

白
はく

剤
ざい

で 消
しょう

毒
どく

する。 

●処
しょ

理
り

する際
さい

は、マスクやビニール 

手
て

袋
ぶくろ

を使
つか

い、二
に

次
じ

感
かん

染
せん

を防
ふせ

ぐ。 

 



 

 

 

夏
なつ

から秋
あき

にかけては、台
たい

風
ふう

が特
とく

に多
おお

く発
はっ

生
せい

する時
じ

期
き

です。停
てい

電
でん

や断
だん

水
すい

を

想
そう

定
てい

して、水
みず

や食
しょく

料
りょう

品
ひん

を準
じゅん

備
び

しておきましょう。日
にち

常
じょう

的
てき

に、食
しょく

料
りょう

品
ひん

を

少
すこ

し多
おお

めに買
か

い置
お

きし、使
つか

ったら買
か

い足
た

す「ローリングストック」を実
じっ

践
せん

することで、無
む

理
り

なく備
そな

えることができます。  

 

 

 

●１
ひと

人
り

１日
にち

３リットル

×３日
か

分
ぶん

以
い

上
じょう

必
ひつ

要
よう

。 

 

●食
た

べ慣
な

れているもの。 

●保
ほ

存
ぞん

性
せい

の高
たか

いもの。 

●調
ちょう

理
り

不
ふ

要
よう

で 

食
た

べられるもの。 

 

●ポリ袋
ぶくろ

、ラップ、アルミホイル、 

ウェットティッシュ、 

使
つか

い捨
す

て容
よう

器
き

など。 

●カセットコンロ・ 

ボンベ。 

 

 

 

 

 

 

●家
か

族
ぞく

の人
にん

数
ずう

や好
この

み、 

栄
えい

養
よう

バランスを考
かんが

える。 

●使
つか

った分
ぶん

を買
か

い足
た

す。 

 

 

●賞
しょう

味
み

期
き

限
げん

が切
き

れる前
まえ

 

に消
しょう

費
ひ

する。 

●古
ふる

いものから使
つか

う。 

 

 

 

秋
あき

の行
ぎょう

事
じ

といえば、「お月
つき

見
み

」です。旧
きゅう

暦
れき

８月
がつ

15日
にち

の十
じゅう

五
ご

夜
や

は 

「中
ちゅう

秋
しゅう

の名
めい

月
げつ

」と呼
よ

ばれ、夜
よ

空
ぞら

に浮
う

かぶ月
つき

を眺
なが

めながら、収
しゅう

穫
かく

に 

感
かん

謝
しゃ

してお祝
いわ

いする風
ふう

習
しゅう

があります。中
ちゅう

秋
しゅう

の名
めい

月
げつ

は、別
べつ

名
めい

で「芋
いも

 

名
めい

月
げつ

」ともいい、里
さと

いもをお供
そな

えしたり、里
さと

いも料
りょう

理
り

を食
た

べたりす 

る習
しゅう

慣
かん

もあります。また、お月
つき

見
み

に欠
か

かせないのが、お米
こめ

から作
つく

る 

月
つき

見
み

団
だん

子
ご

です。地
ち

域
いき

によって異
こと

なり、満
まん

月
げつ

を見
み

立
た

てた丸
まる

い形
かたち

や、里
さと

 

いもの形
かたち

のものなど、さまざまです。 

 今年
こ と し

の十五夜
じ ゅ う ご や

、９月
がつ

17日
にち

の給食
きゅうしょく

はお月見
つ き み

献立
こんだて

です。季節
き せ つ

を感
かん

じられる栗
くり

ごはんと月見
つ き み

汁
じる

を作
つく

り

ます。月見
つ き み

汁
じる

の団子
だ ん ご

は、かぼちゃを使
つか

って黄色
き い ろ

く仕上
し あ げ

げます。ぜひ楽
たの

しみにしていてください。 

2024年
ね ん

の十
じゅう

五
ご

夜
や

は９月
が つ

17日
に ち

です。 

 


